
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八王子市トンネル長寿命化修繕計画 

 

八王子市道路交通部 

令和 7 年 4 月 

（令和 7 年 10 月一部更新） 
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1．長寿命化修繕計画の背景と目的 

 

1-1 背景 

 

八王子市では令和 7 年（2025 年）時点において 15 の道路トンネルを管理している。最も古い小

峰トンネルは大正 5 年（1916 年）に竣工し、100 年以上経過しており、他のトンネルも今後老朽化

が進み、補修を必要とするトンネルは増えていくと考えられる。 

トンネルは、地形的な制約を受ける箇所に建設されていることが多く、劣化等により著しい損傷が

生じた場合は、う回路確保などの問題により交通に与える影響は大きく、八王子市においても例外

ではなく、利用者の安全・安心な通行に支障が生じることが予想される。 

そのため、トンネルの維持管理に関わる事業をより効率的・効果的に、かつ継続性を確実なも

のにするためには、事業全体でＰ(Plan)⇒Ｄ(Do)⇒Ｃ(Check)⇒Ａ(Action)サイクルを回し、トンネル

長寿命化修繕計画も定期的にブラッシュアップする必要がある。 

本計画策定後、維持管理に関わる事業によって、いろいろな課題が浮かび上がる可能性があ

る。このような課題の解決を図り、ＰＤＣＡサイクルを継続的に回していくことで、事業のスパイラル

アップを図ることを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トンネル維持管理の流れ 
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成果の検証・評価 
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1-2 トンネル維持管理の取り組み基本方針 
 

 

このような背景から、計画的に修繕を行うために、トンネルの損傷が深刻化してから大規模な修

繕を行う対症療法的な事後保全型管理から、損傷が深刻化する前に計画的な修繕を行う予防保

全型管理へ転換し、快適で安全性の高い施設維持を目指す。そのため 5 年毎の定期点検や設備

点検等を実施して施設の状態を把握し、計画的で効果的な長寿命化修繕を行うことにより、費用の

縮減や平準化を図る。 
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2．管理トンネルの現状 

 

2-1 管理トンネル 
 

 対象トンネル 
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トンネル位置図                                                             
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2-2 トンネルの点検と管理について 
 

 

【八王子市のトンネル変状状況】 

 

平成 25 年から令和 6 年までに 11 トンネルの定期点検を実施し、Ⅲ判定（早期に措置を講

ずべき状態）のトンネルについては補修工事が完了して、現在は 11 トンネル全てⅡ判定（予防

保全の観点から対策が必要）である。 

令和 6 年度より、道路交通部として管理する道路トンネルが 4 施設追加され､全 15 トンネル

が対象となった。この追加された 4 施設についても令和 6 年度までに定期点検を実施しており、

全て健全性はⅡ判定（予防保全段階）で早期に対策を必要とする施設ではない。 

今後、管理する 15 トンネル（Ⅱ判定）は必要な予算とその平準化を考慮し、対策を実施して

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：道路トンネル定期点検要領  H31.2 

 

健全性の判定区分 
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3．予防保全管理の更なる推進 

 

 

3-1 トンネル予防保全計画の基本方針 
 

八王子市が管理するトンネルの予防保全計画は、以下に示す基本方針に基づき、予算の平

準化を考慮して策定している。 

 

 

【トンネル予防保全計画の基本方針】 

 

 トンネルの健全性を把握するため、5 年に 1 回定期点検を実施する。 

 効果的で合理的な管理を行うために、地域での重要性を考慮した優先順位をつける。 

 トンネルを適切かつ継続的に管理するため、定期点検実施後、計画の改定（改善・見直し）

を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-2 予防保全計画の取り組み状況 
 

 

   平成 28 年度作成のトンネル予防保全計画を実施していく中で、トンネル本体の維持補修費用

のほかに、換気設備や監視設備などのトンネル設備の維持補修に関する費用が課題となった。

そこで平成 31 年度に、より具体的にトンネル設備を含めて優先順位等を検討し、予防保全計画

を全面的に見直して維持管理に努めている。 

令和 6 年度に道路交通部としての管理対象が 4 施設増え 15 トンネルになることに伴い、全ト

ンネルの現状や現計画との乖離を考慮し、令和 8 年度に実態に即した予防保全計画への更新を

行う予定である。 
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3-3 優先度順位の考え方の整理 

 

 

優先度順位の考え方 

修繕工事を実施する順番を決める上での条件は、健全性および重要性である。 

優先順位を設定する際には、通常の走行・安全性に関係する健全性を最優先に順位付けを

行い、次いで路線・地域の優位性に関わる重要性で順位を設定した（健全性＞重要性）。 

 

 

重要性から決まる順位 

重要性は健全性とは別の観点で評価する必要がある。重要性は、トンネルが設置されている路

線の位置づけや周辺環境によって決まってくる。具体的には以下に示す指標にて設定する。 

 

重要度の指標 

 

 

 

また、健全度、重要度共に同じとなるトンネルの場合、以下の項目により、優先順位を決定するも

のとする。 

 

優先順位の指標 

 

  

項 目 内 容 

主要道路（ストック路線）であるか 
主要道路上のトンネルは、通行を確保する必要がある。 

八王子市が定めているストック路線の内、一次路線を主要道路とする。 

代替（迂回）道路はあるか 
周辺に代替（迂回）道路が無いトンネルは、通行を確保する必要があ

る。 

交通量は多いか 
交通量が多いトンネルのほうが、少ないトンネルと比較して、災害時の影

響度合いが大きいため、通行を確保する必要がある。 

項 目 内 容 

歩道があるトンネルを優先 歩道が設置されているトンネルは、通行を確保する必要がある。 

延長が長いトンネルを優先 
延長が長いトンネルは、時間が経つにつれ相対的に変状数が多くなるこ

とから、予防保全の観点から優先的に補修をする。 
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重要性の順位を決める流れ 

トンネルの重要性は、上記指標を基に、下記フローにより重要度を設定する（重要性が最も高い

⇒重要度１）。重要度が同じ場合の優先度の設定方法は、次の重要度を勘案して優先順位を設

定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要度の設定フロー 

 

 

 

    優先順位の考え方のまとめ 

優先順位は、健全性と重要性の２つの視点を踏まえ、以下の方針により設定した 

●健全性が悪いトンネルを優先する（健全性＞重要性） 

●健全度が同等の場合、トンネル環境を考慮し、優先順位を決定 

 

  

YES 

NO 

YES 

NO 

NO 

YES 

→重要性が最も低い 

主要道路である 

代替(迂回)道路がない 

交通量が多い 

重要度４ 

重要度２ 

重要度１ 

重要度３ 

→重要性が最も高い 
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対象トンネルの順位 

 

 

  

悪 健全度Ⅳ １ ２ ３ ４

健全度Ⅲ ５ ６ ７ ８

健全度Ⅱ

９
①ひよどり山
②つつじヶ丘
③中大隧道

④左入
⑤東薬隧道

⑥由井1002号線
⑦大谷・石川
⑧散田架道橋
⑨桜横町立体

１０
１１

⑩星谷坂
⑪町田市境

１２
⑫弁天橋

⑬葦の沢橋
⑭水甫
⑮小峰

良 健全度Ⅰ １３ １４ １５ １６

重要度１ 重要度２ 重要度３ 重要度４

高 低

健
全
性

重要性

高 優先順位 低

優
先
順
位

高

低

トンネル名 健全性 ストック路線 代替道路 交通量 重要度 Mt番号 歩道 延長 優先順位

ひよどり山トンネル Ⅱ 一次 - - 1 9 ○ 1030.0 1

つつじヶ丘トンネル Ⅱ 一次 - - 1 9 ○ 345.0 2

中大隧道 Ⅱ 一次 - - 1 9 ○ 206.8 3

左入トンネル Ⅱ 一次 - - 1 9 ○ 125.0 4

東薬隧道 Ⅱ 一次 - - 1 9 ○ 100.0 5

由井1002号線立体交差 Ⅱ 一次 - - 1 9 ○ 92.1 6

大谷・石川トンネル Ⅱ 一次 - - 1 9 ○ 23.0 7

散田架道橋 Ⅱ 一次 - - 1 9 ○ 16.6 8

桜横町立体 Ⅱ 一次 - - 1 9 ○ 13.3 9

星谷坂トンネル Ⅱ 二次 ○ 多 3 11 ○ 65.6 10

町田市境 Ⅱ 三次 ○ 多 3 11 ○ 40.0 11

葦の沢橋 Ⅱ - ○ 多 4 12 ○ 17.0 12

弁天橋 Ⅱ - ○ 多 4 12 ○ 15.5 13

水甫トンネル Ⅱ - ○ 少 4 12 × 57.0 14

小峰トンネル Ⅱ - ○ 極小 4 12 × 79.0 15
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3-4 トンネルの集約・撤去 

 

 

 

3-5 トンネル本体の対策工法の選定 

 

定期点検結果を基に、確認された変状を補修する場合の対策としては、日々進歩する技術を活

用するため、国土交通省の「ＮＥＴＩＳ（新技術情報提供システム）」を活用する等して、最新の補修

技術でコスト縮減や、補修の効率化を図る。 
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3-6 トンネル設備の設置状況と耐用年数 

  

 
 

トンネル設備の更新方針 

現地踏査結果や耐用年数を考慮し、設備の更新方針を以下のとおりとする。 

 

①設備更新の優先順位は、『路線の重要度』により決定する。（本体工健全度は考慮しない） 

②短期的な更新は、照明灯具の 1 対 1 更新を基本とする。 

③照明灯具更新後、各設備の耐用年数により更新を計画する。 

④坑外灯は『平成 30 年度道路照明灯修繕計画策定業務委託』で更新の計画がなされている

ため、本計画では対象外とする。 

 

  

※下段の数字は耐用年数

板
金

プ
レ
ス

20 20 10 20 15 10 15 15 15 30 15 25 15

1 中大隧道 1978 42 260.8 ○ ○ ○ ○

2 東薬隧道 1973 47 100.0 ○ ○ ○
(36基)

○ ○

3 水甫トンネル 1997 23 57.0 ○ ○ ○ ○

4 星谷坂トンネル 2000 20 65.6 ○ ○ ○ ○

5 左入トンネル 2000 20 125.0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 ひよどり山トンネル 2000 20 1,030.0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 小峰トンネル 1916 104 79.3 ○ ○ ○

8 つつじヶ丘トンネル 2007 13 345.0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 大谷・石川トンネル 1999 21 23.0 ○ ○ ○ ○

10 由井1002号線立体交差 2002 18 92.1 ○ ○ ○ ○

11 町田市境 2003 17 40.0 ○ ○ ○ ○

12 散田架道橋 1997 23 16.6 ○ ○ ○ ○

13 桜横町立体 2009 11 13.3 ○ ○ ○ ○

14 弁天橋 1985 35 15.5 ○ ○ ○ ○

15 葦の沢橋 不明 - 17.0

（注1）経過年数は2020年（令和2年）基準とする。 ※赤丸：耐用年数を経過している施設

※黄色ハッチ：短期的に更新する施設

換
気

監
視

通
報
警
報

拡
声
放
送

照
明

ケ
ー

ブ
ル
等

坑
外
灯

高
圧
受
配
電

消
火
器

誘
導
表
示

ラ
ジ
再

低
圧
受
配
電

番号 名称

建
設
年
次

(

年

)

経
過
年
数

(

年

)

延
　
　
長

(

m

)
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3-7 予防保全型の概算事業費算出 

 

○予防保全型の事業費計上方法（基本方針） 

 

・定期点検：5 年毎 

・長寿命化修繕計画の見直し：5 年毎（定期点検後に実施） 

・補修設計：20 年毎（補修部材の更新が必要となる期間であり、補修工法の見直しを行う） 

・補修工事：20 年毎（補修部材の更新が必要となる期間） 

・設備設計：設備毎（各設備の耐用年数） 

・設備工事：設備毎（各設備の耐用年数） 

 

 

なお、各項目における考え方を以下に示す。 

 

【点検・補修工事の考え方】 

①：点検 2 巡目（2019～2023 年）で点検本数、金額を平準化する。 

②：2024 年以降は、点検 3 巡目以降とし、5 年に 1 回計画する。 

③：補修工事は点検結果『Ⅲ判定』を対象とする。 

 （Ⅱa 判定以下の変状は、対策余寿命の考え方から補修時期を決める。） 

 

【設備工事・メンテナンスの考え方】 

① ：既設灯具が生産終了となることから、1 対 1 交換の照明更新工事を最優先とする。 

（更新対象は、低圧ナトリウムランプ、蛍光灯） 

②：照明灯具以外のトンネル設備は、各トンネルの状況により更新するものとする。 
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3-8 事後保全型の概算事業費算出 

 

○事後保全型の事業費計上方法（基本方針） 

 

・2025年時点で 2 トンネルが建設完了から 50年以上経過し、2050 年には 11 トンネル、2059

年に全 15 トンネルが 50 年以上経過することから、今後全てのトンネルにて大規模補修が必

要となると仮定し、竣工年度順に 5 年毎、PCL 工法または炭素繊維シートによる概算事業費

を計上する。 

・定期点検：5 年毎 

・補修設計：1 回（PCL 工法または炭素繊維シートを施工する際） 

・補修工事：1 回（PCL 工法または炭素繊維シートを施工する際） 

・設備設計：設備毎（各設備の耐用年数） 

・設備工事：設備毎（各設備の耐用年数） 

 

 

 

上記内容を基に、事後保全型の事業費を以下のとおり算出している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）新たに 4 施設を追加したことによる詳細な見直しは、令和 8 年度に予定してい

る長寿命化修繕計画更新時に行う。 

 

  

点検 設計 補修工事 設備工事 合計

2020～2024 50,500 157,350 207,850

2025～2029 53,600 404,100 457,700

2030～2034 53,600 688,500 742,100

2035～2039 53,600 9,000 131,705 665,700 860,005

2040～2044 53,600 9,000 229,600 513,050 805,250

2045～2049 53,600 9,000 653,718 445,700 1,162,018

2050～2054 53,600 36,000 537,029 492,100 1,118,729

2055～2059 53,600 9,000 2,912,658 760,200 3,735,458

2060～2064 53,600 18,000 351,516 383,550 806,666

2065～2069 53,600 9,000 1,138,540 624,100 1,825,240

事後保全（積上）（千円）
年次
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3-9 トンネル予防保全計画の費用縮減効果 
 

今後、５0 年間を対象としたライフサイクルコストの試算では、予防保全型管理の累計額と事

後保全型管理の累計額の差は約 50 億円になり、非常に大きな縮減効果が見込める。 

なお、今後の点検結果を踏まえ、適宜、計画を見直していく。 

※各トンネルの照明設備や非常用設備も予防保全型管理で更新していく。 

 

 

事後保全型と予防保全型の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差額

合計 ①累計 合計 ②累計 ①－②

2020～2024 208 208 218 218 -10

2025～2029 458 666 465 683 -18

2030～2034 742 1,408 898 1,581 -174

2035～2039 860 2,268 837 2,418 -151

2040～2044 805 3,073 591 3,010 63

2045～2049 1,162 4,235 600 3,609 626

2050～2054 1,119 5,354 715 4,324 1,030

2055～2059 3,735 9,089 932 5,256 3,833

2060～2064 807 9,896 462 5,718 4,178

2065～2069 1,825 11,721 778 6,496 5,225

年次
予防保全(百万円)事後保全(百万円)
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3-10 今後の点検における新技術の活用 
 

令和 2 年度以降の定期検査からすべてのトンネル点検で新技術の活用の検討を行う。 

厳しい財政状況や技術者不足が深刻化する中、老朽化が進むトンネルを適切に維持管理する

ため、定期検査及び修繕の実施にあたって、新技術情報提供システム（NETIS）や点検支援技術性

能カタログ（案）による新技術の動向を把握し、従来工法にかわる新工法、新材料の活用による効

率化、経済性を検討活用する。令和 10 年度までには、現在従来工法で行っている点検、修繕を

効率的かつ費用縮減が図れる検討結果で実施し経費を約 50 万円程度の削減を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

走行型画像撮影車（例） 

 

新技術活用による変状の見える化（例） 



八王子市トンネル予防保全計画（本体+設備）　更新

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31(R1) R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

Ⅱb Ⅱa Ⅲ 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

7,500 7,000 9,500
補修＋

環境調査
点検

補修
剝落防止

点検
補修
（Ⅱa）

点検 点検 点検
補修
設計

補修更新
（Ⅲ）

3,500 7,000 3,500 3,700 3,700 4,000 9,500

照明 照明

10,000

15,000 42,500 - 点検 点検 点検 点検
補修
設計

補修
（Ⅱa）

点検

2,500 3,200 3,500 42,500 3,200

照明 照明 照明

5,000 5,000 5,000

4,500 30,000 - 点検 点検 点検 点検

2,000 2,300 2,300

照明 照明 照明

3,000

2,000 70,500 - 点検 点検 点検 点検

3,000 3,000 3,000

照明 照明

5,500 5,500

7,500 23,500 - 点検
補修
設計

補修 点検 点検 点検 点検 点検 点検
補修
設計

補修
（Ⅱa）

点検

3,000 3,000 3,200 3,500 23,500 3,200

照明

8,000

8,000 27,000 - 点検
附属物
点検

点検 補修 点検 点検 点検
補修
設計

補修
（Ⅱa）

点検

（計画と折
半）

10,500 14,400 5,000 27,000 14,400

設備
照明+
設備

照明+
設備

設備 設備 設備 設備 設備 設備 設備 設備
照明+
設備

照明+
設備

設備 設備

7,000 49,850 56,000 7,000 7,000 18,000 194,600 69,500 69,500 19,000 192,000 80,500 75,500 134,000 159,000

500 1,000 - 点検 報告 点検 点検 点検
補修
設計

2,000 2,100 2,100 3,000

14,000 2,500 -
附属物
点検

点検 点検 点検 点検 点検
補修
設計

補修
（Ⅱa）

5,000 5,200 5,200 4,000 2,500

管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 設備

500

2,500 3,000 - 点検 点検
補修
（Ⅱa）

点検 点検 点検

2,000 3,000 2,000 2,200 2,200

照明 照明 照明

2,000

9,500 17,500 - 点検 点検 点検 点検
補修
設計

補修
（Ⅱa）

2,500 2,500 2,500 3,000 17,500

- - 1,500 点検 補修 点検 点検 点検

2,000 2,200 2,200

照明 照明 照明

2,000

- - - 点検 点検 点検 点検

2,000 2,700 2,700

管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費

2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

- - - 点検 点検 点検 点検

2,000 2,500 2,500

2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

- - -
点検

（橋梁）
点検

（橋梁）
点検 点検

2,200 2,200

照明

- - -
点検

（橋梁）
点検

（橋梁）
点検 点検

2,200 2,200

（点検と折
半）

7,500 7,500

15,000 18,000 7,500 6,500 13,500 10,000 17,100 8,000 8,400 17,600 15,000 47,600 54,000 42,900 50,100

21,500 53,850 60,000 11,000 11,000 22,000 198,600 73,500 73,500 36,500 206,500 84,500 89,500 145,000 163,000

36,500 71,850 67,500 17,500 24,500 32,000 215,700 81,500 81,900 54,100 221,500 132,100 143,500 187,900 213,100

実　施　済

15

Ⅱ - 無 - 2,200 -

設備修繕

Ⅱ - 無 - 2,200

12 散田架道橋

設備修繕＋管理費

平成21年
（2009年）

有

10
由井

1002号線
立体交差

設備修繕

- - ・FRPネット
11 町田市境

設備修繕

92.1
八王子

幹線1級46号
平成14年
（2002年）

1 有 6 2,500 3,000有
道路

トンネル
一次 -

・ｸﾗｯｸ注入 ・FRPネット -

8
つつじヶ丘
トンネル

設備修繕＋管理費

・ｸﾗｯｸ注入 ・FRPネット -
9

大谷・石川
トンネル

設備修繕

345.0
八王子

幹線1級32号
平成19年
（2007年）

有 2 5,200 4,000

有 7 2,200 3,000

・ｸﾗｯｸ注入
・FRPネット

・FRPネット
・導水樋

-

一次

・FRPネット
・導水樋

・FRPネット
・導水樋

-
6

ひよどり山
トンネル

設備修繕＋管理費

・ｸﾗｯｸ注入 ・FRPネット -
7 小峰トンネル

設備修繕

有
道路

トンネル
一次 - -

Ⅱ
(過年度

Ⅲ)

無 9 2,100 3,000

星谷坂
トンネル

設備修繕

・ｸﾗｯｸ注入 ・FRPネット -

4

5 左入トンネル

設備修繕

65.6
八王子

幹線1級43号
平成12年
（2000年）

3 有 8 3,000 3,000有
道路

トンネル
二次 有 多 Ⅱ

有

中大隧道

・ｸﾗｯｸ注入
・FRPネット
・ｽｹﾙﾄﾝｼｰﾄ

-
2 東薬隧道

設備修繕

57.0
市道由木
597号線

平成9年
（1997年）

有
道路

トンネル
- 有 少 Ⅱ 4 無 10 2,300 3,000

・ｸﾗｯｸ注入
・導水樋

1

・FRPネット

・FRPネット ・FRPネット

4,0003,7003有1
Ⅱ

（補修前
Ⅲ）

歩道
優先
順位

概算
点検費
（千円）

概算
設計費

(本体工)
（千円）

概算施工費(本体工)
（千円）

--一次

14 弁天橋

15.5
橋梁点検

八王子697号線
昭和60年
（1985年）

無
大型化カル

バート
-

道路
トンネル

有
昭和53年
（1978年）

市道由木
86号線

260.8

設備修繕

・FRPネット
・導水樋

3 水甫トンネル

一次 - -

利用形態

主要
道路

（ストック
路線）

代替道路
の有無

交通量 健全度 重要度番号 トンネル名 延長（m） 路線名
建設
年次

照明
の有無

Ⅱ 1 有

設備修繕

-

100.0
市道由木
330号線

昭和48年
（1973年）

有
道路

トンネル
5 3,200 3,500

4 3,200 3,500

・ｸﾗｯｸ注入 ・FRPネット -

1030.0
八王子

幹線1級49号
平成12年
（2000年）

道路
トンネル

一次 - - Ⅱ 1125.0
八王子

幹線1級49号
平成12年
（2000年）

有

1 有 1 14,400 5,000

少 Ⅱ 479.0
市道

川口313号線
大正5年

（1916年）
有

1有
道路

トンネル
一次 - - Ⅱ

-

道路
トンネル

（車両通行
止）

有

- - Ⅱ 123.0
市道

八王子1375号
線

平成11年
（1999年）

有
道路

トンネル

- 有

- Ⅱ

有 11 2,200 1,500

44.1
審査資料

八王子
幹線1級35号

平成9年
（1997年）

道路
トンネル

三次 有 多
Ⅰ

（補修前
Ⅲ）

340.0
市道由木
804号線

平成15年
（2003年）

有

道路
トンネル

一次 有 少 Ⅱ -

本体のみ（千円） 　点検+長期計画見直し 含む

設備のみ（千円）

概算総事業費（千円）

葦の沢橋

17.0
橋梁点検

元八王子323号
線

昭和50年
（1975年）

無
大型化カル

バート
-

設備修繕

-

13 桜横町立体

設備修繕＋管理費

- -

有 - 2,500 -

-

- - -

ESCO
交換
（3基）

ｾﾝﾀｰ
交換
（4基）

ｾﾝﾀｰ
交換
（4基）

ｾﾝﾀｰ
交換
（7基）

長寿命化修繕計画見直し

33.1
審査資料

八王子
幹線1級31号

- 2,700 -有
道路

トンネル
一次 有 少 Ⅱ

- - -

- - -
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12 散田架道橋

10
由井

1002号線
立体交差

11 町田市境

8
つつじヶ丘
トンネル

9
大谷・石川
トンネル

6
ひよどり山
トンネル

7 小峰トンネル

星谷坂
トンネル

4

5 左入トンネル

中大隧道

2 東薬隧道

1

14 弁天橋

3 水甫トンネル

番号 トンネル名

葦の沢橋

13 桜横町立体

R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36 R37 R38 R39 R40 R41 R42 R43 R44 R45 R46 R47 R48 R49 R50 R51

2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054 2055 2056 2057 2058 2059 2060 2061 2062 2063 2064 2065 2066 2067 2068 2069

点検
補修
設計

補修更新
（Ⅱa）

点検
補修
設計

補修
（Ⅱb）

点検 点検
補修
設計

補修更新
（Ⅲ）

点検
補修
設計

補修更新
（Ⅱa）

点検
補修
設計

補修更新
（Ⅱb）

点検

3,700 4,000 7,000 3,700 4,000 7,500 3,700 3,700 4,000 9,500 3,700 4,000 7,000 3,700 4,000 7,500 3,700

照明 照明 照明 照明 照明 照明 照明

6,000 10,000 6,000 10,000 6,000 10,000 6,000

点検 点検
補修
設計

補修
（Ⅱb）

点検
補修
設計

補修更新
（Ⅱa）

点検 点検 点検
補修
設計

補修更新
（Ⅱb）

点検

3,200 3,200 3,500 15,000 3,200 3,500 42,500 3,200 3,200 3,200 3,500 15,000 3,200

照明 照明 照明 照明 照明 照明 照明

35,000 5,000 35,000 5,000 35,000 5,000 35,000

点検
補修
設計

補修
（Ⅱa）

点検 点検 点検
補修
設計

補修
（Ⅱb）

点検
補修
設計

補修更新
（Ⅱa）

点検 点検

2,300 3,000 30,000 2,300 2,300 2,300 3,000 4,500 2,300 3,000 30,000 2,300 2,300

照明 照明 照明

3,000 3,000 3,000

点検
補修
設計

補修
（Ⅱa）

点検 点検 点検
補修
設計

補修
（Ⅱb）

点検
補修
設計

補修更新
（Ⅱa）

点検 点検

3,000 3,000 70,500 3,000 3,000 3,000 3,000 2,000 3,000 3,000 70,500 3,000 3,000

照明 照明 照明

5,500 5,500 5,500

点検 点検 点検 点検 点検
補修
設計

補修
（Ⅱb）

点検 点検
補修
設計

補修更新
（Ⅱa）

点検 点検 点検 点検 点検 点検
補修
設計

補修更新
（Ⅱb）

点検

3,200 3,200 3,500 7,500 3,200 3,500 23,500 3,200 3,200 3,200 3,500 7,500 3,200

照明 照明 照明 照明

58,000 58,000 58,000 58,000

点検 点検
補修
設計

補修
（Ⅱb）

点検
補修
設計

補修更新
（Ⅱa）

点検 点検 点検
補修
設計

補修更新
（Ⅱb）

点検

14,400 14,400 5,000 8,000 14,400 5,000 27,000 14,400 14,400 14,400 5,000 8,000 14,400

設備 設備 設備 設備 設備 設備
照明+
設備

照明+
設備

設備 設備 設備 設備 設備 設備 設備 設備
照明+
設備

照明+
設備

設備 設備 設備 設備 設備 設備 設備 設備
照明+
設備

照明+
設備

設備 設備 設備 設備 設備 設備 設備

234,000 24,000 24,000 64,000 19,200 127,000 100,150 111,800 78,300 47,800 15,800 55,800 33,800 117,000 17,000 7,000 49,300 49,300 55,800 189,000 320,800 65,800 78,300 69,500 19,000 7,000 90,150 67,300 125,800 45,800 225,800 15,800 15,800 47,000 19,200

補修
（Ⅱa）

点検 点検 点検
補修
設計

補修
（Ⅱb）

点検
補修
設計

補修更新
（Ⅱa）

点検 点検 点検
補修
設計

1,000 2,100 2,100 2,100 3,000 500 2,100 3,000 1,000 2,100 2,100 2,100 3,000

照明 照明 照明 照明

1,300 1,300 1,300 1,300

点検 点検 点検
補修
設計

補修
（Ⅱb）

点検
補修
設計

補修更新
（Ⅱa）

点検 点検 点検
補修
設計

補修更新
（Ⅱb）

5,200 5,200 5,200 4,000 14,000 5,200 4,000 2,500 5,200 5,200 5,200 4,000 14,000

設備 照明 照明 設備 照明 照明 設備 照明 照明 設備 設備 照明 照明

94,200 47,000 36,000 500 47,000 36,000 94,200 47,000 36,000 500 94,200 47,000 36,000

点検
補修
設計

補修更新
（Ⅱa）

点検 点検
補修
設計

補修
（Ⅱb）

点検 点検
補修
設計

補修更新
（Ⅱa）

点検 点検
補修
設計

補修更新
（Ⅱb）

2,200 3,000 3,000 2,200 2,200 3,000 2,500 2,200 2,200 3,000 3,000 2,200 2,200 3,000 2,500

照明 照明 照明

2,000 2,000 2,000

点検 点検 点検
補修
設計

補修
（Ⅱb）

点検
補修
設計

補修更新
（Ⅱa）

点検 点検 点検
補修
設計

補修
（Ⅱb）

2,500 2,500 2,500 3,000 9,500 2,500 3,000 17,500 2,500 2,500 2,500 3,000 9,500

照明 照明 照明 照明

3,000 3,000 3,000 3,000

点検
補修
設計

補修更新
（Ⅲ）

点検 点検 点検 点検
補修
設計

補修更新
（Ⅲ）

点検 点検

2,200 1,500 1,500 2,200 2,200 2,200 2,200 1,500 1,500 2,200 2,200

照明 照明 照明

2,000 2,000 2,000

点検 点検 点検 点検 点検 点検 点検

2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700

管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費 管理費

2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

点検 点検 点検 点検 点検 点検 点検

2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500

2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

点検 点検 点検 点検 点検 点検 点検

2,200 2,200 2,200 2,200 2,200 2,200 2,200

点検 点検 点検 点検 点検 点検 点検

2,200 2,200 2,200 2,200 2,200 2,200 2,200

7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500

11,000 20,100 78,500 12,900 49,100 17,000 27,100 8,000 8,400 17,600 19,000 39,100 36,000 22,900 37,100 15,500 47,600 57,000 50,400 52,100 11,000 20,100 78,500 12,900 49,100 17,000 27,100 8,000 8,400 17,600 14,000 36,100 44,000 22,900 37,100

238,000 122,200 81,000 104,000 120,500 141,500 104,150 125,800 89,300 52,300 19,800 59,800 90,800 157,000 118,300 21,500 147,500 63,300 66,800 193,000 324,800 69,800 135,300 109,500 120,800 21,500 94,150 81,300 136,800 49,800 229,800 114,000 72,800 87,000 120,500

249,000 142,300 159,500 116,900 169,600 158,500 131,250 133,800 97,700 69,900 38,800 98,900 126,800 179,900 155,400 37,000 195,100 120,300 117,200 245,100 335,800 89,900 213,800 122,400 169,900 38,500 121,250 89,300 145,200 67,400 243,800 150,100 116,800 109,900 157,600

実　施　計　画


